
行
政
研
究

ペ
ナ
ン
市
と
の
技
術
交
流
・
第
一
回

一
―
横
浜
市
と
ペ
ナ
ン
市
の

　
　
　
　
共
同
宣
言

　
昨
年
十
月
、
横
浜
市
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
ペ
ナ

ン
市
と
の
間
で
「
技
術
交
流
に
関
す
る
共
同
宣

言
」
が
調
印
さ
れ
た
。
こ
の
共
同
宣
言
は
、
一

九
八
二
年
六
月
に
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
た
「
国

連
ア
ジ
ア
太
平
洋
都
市
会
議
（
Ｙ
Ｌ
Ａ
Ｐ
）
」
を

縁
に
交
流
を
は
じ
め
た
横
浜
市
と
ペ
ナ
ン
市

が
、
街
づ
く
り
を
実
践
す
る
地
方
自
治
体
と
し

て
お
互
い
に
直
接
技
術
職
員
を
派
遣
し
、
相
互

の
理
解
と
街
づ
く
り
に
関
す
る
実
質
的
な
交
流

を
め
ざ
す
た
め
に
結
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ペ
ナ
ン
市
に
は
こ
れ
ま
で
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国

際
協
力
事
業
団
）
が
交
通
問
題
に
関
す
る
技
術

協
力
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
か
つ
て
そ
の
専
門

家
と
し
て
本
市
か
ら
も
金
近
氏
（
現
道
路
局
計

画
調
整
担
当
課
長
）
が
派
遣
さ
れ
、
現
在
も
そ

の
後
任
と
し
て
親
松
氏
（
道
路
局
）
が
滞
在
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
人
々
や
そ
の
他
関
係
ナ
る

諸
氏
の
努
力
の
結
果
が
今
回
の
共
同
宣
言
に
な

っ
た
も
の
で
、
国
際
文
化
都
市
「
横
浜
」
が
国
際

化
の
時
代
に
向
け
て
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て

一
つ
の
方
向
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

共
同
宣
言
の
具
体
的
内
容
は
、
毎
年
三
ヵ
月

間
、
相
互
に
技
術
職
員
を
派
遣
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
外
国
の
自
治
体
と
の
こ
う
し
た
直

接
の
交
流
は
、
日
本
で
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
例
が

な
い
。

　
第
一
回
目
の
昭
和
六
十
一
年
度
は
、
ペ
ナ
ン

市
か
ら
は
下
水
道
の
技
術
者
が
、
横
浜
市
か
ら

は
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
家
が
派
遣
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
私
に
そ
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。

二
―
―
―
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
技
術
協
力

　
私
が
ペ
ナ
ン
に
立
つ
前
に
は
、
ペ
ナ
ン
市
に

関
す
る
基
礎
的
な
情
報
が
あ
る
程
度
得
ら
れ
て

い
た
が
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
で
の
具
体
的

な
情
報
と
技
術
交
流
の
内
容
は
、
必
ら
ず
し
も

明
確
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
三
ヵ
月

間
と
い
う
、
見
ず
知
ら
ず
の
土
地
へ
行
っ
て
何

か
仕
事
を
ま
と
め
る
に
は
い
さ
さ
か
短
い
と
思

わ
れ
る
期
間
で
、
一
体
何
を
や
っ
て
こ
れ
る
の

か
と
い
う
一
抹
の
不
安
も
抱
き
つ
つ
、
ペ
ナ
ン

に
関
す
る
資
料
を
い
ろ
い
ろ
読
み
あ
さ
っ
た
。

ま
た
技
術
交
流
計
画
の
担
当
窓
口
で
あ
る
都
市

計
画
局
の
企
画
課
で
は
「
ペ
ナ
ン
・
横
浜
両
市

の
技
術
交
流
研
究
会
」
と
い
う
関
係
職
員
か
ら

な
る
組
職
を
発
足
さ
せ
、
勉
強
会
を
重
ね
た
。

　
自
治
体
間
の
国
際
協
力
は
、
国
家
レ
ベ
ル
で

の
協
力
と
は
自
ず
か
ら
異
な
る
内
容
と
方
法
に

な
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
模
索
を
続

け
た
。
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
や
、
外
部
の
ペ
ナ

ン
の
状
況
を
知
っ
て
い
る
人
々
か
ら
も
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
、
理
解
出
来
た
内
容
を
も
と
に
、

何
を
し
て
き
た
ら
よ
い
か
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と

め
て
み
た
。
そ
れ
は
、
ペ
ナ
ン
市
の
中
心
で
あ

る
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
と
い
う
街
の
、
中
心
地
区

と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
、
横
浜
の
関
内
地
区
と

ほ
ぼ
同
じ
程
度
の
広
が
り
を
も
つ
市
街
地
で
あ

り
、
そ
こ
の
歩
行
者
空
間
整
備
を
中
心
と
し
た

整
備
計
画
の
提
案
を
作
成
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。

　
ま
た
訪
問
す
る
時
期
も
、
当
初
は
正
月
前
の

三
ヵ
月
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
テ
ー

マ
の
作
業
を
す
る
に
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
交

通
量
調
査
の
結
果
が
十
一
月
に
出
て
く
る
の

で
、
そ
の
後
の
方
が
良
い
と
の
こ
と
で
、
結
局

十
一
月
下
旬
か
ら
今
年
の
二
月
下
旬
迄
の
、
正

月
を
は
さ
ん
だ
三
ヵ
月
間
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。

　
さ
ら
に
、
訪
問
の
１
ヵ
月
前
に
行
わ
れ
た
共

同
宣
言
の
調
印
式
に
訪
れ
た
ペ
ナ
ン
市
の
ラ
ク

ビ
ア
助
役
と
、
交
流
内
容
に
関
ナ
る
打
ち
合
わ

せ
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
ペ
ナ
ン
市
側
か
ら
は
。

　
一
、
港
湾
域
の
再
開
発
の
た
め
の
ア
ー
バ
ン

　
　
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ン

　
ニ
、
特
別
保
全
地
域
の
保
全
実
施
計
画

西
脇
敏
夫
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の
二
項
目
に
つ
い
て
の
協
力
依
頼
の
提
案
が
あ

り
、
私
の
レ
ポ
ー
ト
に
も
と
づ
く
横
浜
市
側
の

提
案
と
趣
旨
に
お
い
て
一
致
す
る
も
の
と
い
う

こ
と
で
、
具
体
的
に
は
私
が
ペ
ナ
ン
に
行
っ
て

か
ら
担
当
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
決
め
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
都
市
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
技
術

交
流
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ

の
合
意
を
得
て
、
ペ
ナ
ン
へ
出
発
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

三
―
―
―
―
ペ
ナ
ン
市
の
概
要

　
ペ
ナ
ン
は
、
日
本
で
は
「
東
洋
の
真
珠
」
あ

る
い
は
「
イ
ン
ド
洋
の
エ
メ
ラ
ル
ド
」
な
ど
と

例
え
ら
れ
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
、
紹
介
さ
れ

て
い
る
、
マ
レ
ー
半
島
の
西
北
、
マ
ラ
ッ
カ
海

峡
に
浮
ぶ
常
夏
の
島
で
あ
る
。
こ
の
ペ
ナ
ン
島

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
一
三
州
の
一
つ
、
ペ
ナ
ン

州
に
属
し
、
こ
の
島
全
体
を
治
め
る
の
が
「
ペ

ナ
ン
市
政
委
員
会
(
M
u
n
i
c
i
p
a
l
C
o
u
n
c
i
l

o
f
P
e
n
a
n
g
I
s
l
a
n
d
マ
レ
ー
語
で
略
し
て

Ｍ
.
Ｐ
.
Ｐ
.
Ｐ
.
と
い
っ
て
い
る
)
」
で
あ
る
。

　
面
積
は
約
二
九
五
㎞
2
、
人
口
約
五
〇
万
人
、

マ
レ
ー
シ
ア
全
体
で
は
マ
レ
ー
人
が
お
よ
そ
半

数
占
め
る
の
に
比
し
、
ペ
ナ
ン
で
は
マ
レ
ー
系

は
二
五
％
で
。
中
国
系
が
六
三
％
、
イ
ン
ド
系

が
一
一
％
と
い
う
構
成
比
に
な
っ
て
お
り
、
中

国
系
が
多
い
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。

　
就
業
人
口
は
約
三
五
％
で
、
そ
の
う
ち
の
二

七
％
が
製
造
業
（
機
械
、
電
子
製
品
。
織
物
等
）
。

二
三
％
が
商
業
（
観
光
等
）
、
二
一
％
が
官
庁
、

サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事
し
て
い
る
。
農
業
人
口
は

七
％
、
失
業
率
は
約
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
島
の
中
央
に
は
。
標
高
約
八
三
〇
ｍ
の
ペ
ナ

ン
ヒ
ル
を
中
心
に
南
北
に
山
脈
が
の
び
て
お

り
、
市
街
化
さ
れ
て
い
る
の
は
主
に
そ
の
東
側
、

マ
レ
ー
半
島
側
の
平
地
部
分
で
あ
る
。
そ
し
て

西
側
の
平
地
と
北
、
西
、
南
の
海
岸
に
沿
っ
て

農
村
や
漁
村
が
点
在
す
る
。

　
島
の
人
口
の
約
半
分
に
あ
た
る
二
六
万
人

が
、
島
の
北
東
部
に
あ
る
中
心
街
、
ジ
ョ
ー
ジ

タ
ウ
ン
に
居
住
す
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
は
、

横
浜
の
開
港
よ
り
約
七
〇
年
程
前
の
一
七
八
六

年
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
東
イ
ン
ド
会
社
に
よ
っ
て

開
港
さ
れ
た
歴
史
を
も
つ
港
町
で
あ
る
。
現
在

は
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
次
ぐ
、
マ
レ
ー

シ
ア
第
二
の
都
市
で
あ
る
。

　
ペ
ナ
ン
島
の
行
政
は
、
連
邦
政
府
、
州
政
府
、

地
方
自
治
体
の
三
段
階
の
行
政
府
の
下
に
あ

る
。
ペ
ナ
ン
州
の
自
治
体
は
ペ
ナ
ン
島
と
半
島

側
の
二
つ
で
あ
る
。
市
長
、
市
政
委
員
会
委
員

と
も
選
挙
で
な
く
、
州
政
府
に
よ
り
選
任
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
市
長
と
市
政
委
員
会
委
員
長
は

同
一
人
で
あ
る
。
自
治
体
の
主
要
財
源
は
不
動

産
税
で
あ
り
、
ペ
ナ
ン
市
政
委
員
会
が
行
う
業

務
は
、
道
路
建
設
及
び
保
守
、
交
通
計
画
及
び

運
営
。
都
市
計
画
及
び
建
築
規
制
、
下
水
施
設

整
備
、
ご
み
処
理
、
厚
生
、
動
物
医
療
サ
ー
ビ

ス
、
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
、

住
宅
供
給
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
機
構
は
、
二

四
人
の
市
政
委
員
会
委

員
と
市
長
、
助
役
以
下

一
〇
の
部
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

　
経
常
的
な
業
務
を
除

く
具
体
的
な
施
策
の
、

内
容
や
予
算
な
ど
の
検

討
や
決
定
は
。
二
週
間

程
度
毎
に
開
か
れ
る
市

政
委
員
会
委
員
と
市
職

員
で
構
成
さ
れ
て
い
る

部
門
別
の
委
員
会
で
行

わ
れ
て
い
る
。

四
―
州
政
府
主
導
の
開
発
の
動
き

　
ペ
ナ
ン
で
は
、
現
在
州
政
府
に
よ
っ
て
、
経
済

活
性
化
、
失
業
率
の
低
減
な
ど
を
目
指
し
て
、

工
業
化
、
農
村
の
市
街
化
、
観
光
開
発
、
都
市

再
開
発
、
埋
立
事
業
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
や
そ
の
周
辺
で

も
い
く
つ
か
の
開
発
事
業
が
実
施
な
い
し
計
画

さ
れ
て
お
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
の
市
街
地
も

徐
々
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
直
接
関
連
す
る
主
な
事
業
を
あ
げ
て
み
る

と
、
ま
ず
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｔ
Ａ
Ｒ
(
K
o
m
p
l
e
k
s
T
u
n

A
b
d
u
l
R
a
z
a
k
)
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
州
政
府

写真―１　ジョージタウン
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の
開
発
公
社
で
あ
る
ペ
ナ
ン
開
発
公
社
（
Ｐ
Ｄ

Ｃ
）
が
行
っ
て
い
る
大
規
模
再
開
発
（
計
画
面

積
約
一
一
㌶
）
で
あ
る
。

　
荒
廃
し
た
商
業
地
が
用
地
買
収
方
式
に
よ
り

再
開
発
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業
計
画
は
五
段
階

に
分
け
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
第
一
、

第
二
段
階
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
。

　
デ
パ
ー
ト
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
官

公
庁
、
事
務
所
、
会
議
室
、
映
画
館
、
多
目
的

ホ
ー
ル
、
ホ
テ
ル
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
立
体

駐
車
場
な
ど
を
含
む
大
規
模
な
複
合
施
設
で
あ

る
。
こ
の
施
設
の
核
と
な
り
、
形
態
的
に
も
最

大
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
六
五
階
建
の

事
務
所
棟
で
あ
る
。
こ
れ
は
ペ
ナ
ン
の
威
信
を

か
け
、
東
南
ア
ジ
ア
最
高
の
高
さ
を
ね
ら
っ
た

も
の
と
聞
い
で
い
る
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
の

街
並
の
中
に
唐
突
に
と
び
出
し
た
そ
の
姿
は
、

か
つ
て
自
由
貿
易
港
と
し
て
栄
え
た
ペ
ナ
ン
の

繁
栄
へ
の
悲
願
を
ま
さ
に
象
徴
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。

　
景
観
の
中
に
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
塔
状
の
こ

の
建
物
は
、
い
ず
れ
に
し
ろ
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン

の
新
ら
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
全
フ
ロ
ア
の
テ
ナ
ン
ト
は
ま
だ
埋
ま

っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
ペ
ナ
ン
市
役
所
も

政
策
的
に
こ
の
ビ
ル
ヘ
の
移
転
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
家
賃
が
か
な
り
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
と

も
聞
い
た
。
旧
市
庁
舎
と
な
っ
た
海
沿
い
の
シ

テ
ィ
ホ
ー
ル
と
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
は
、
コ
ロ
ニ
ア

ル
風
の
趣
の
あ
る
建
物
で
あ
り
、
現
在
は
ま
だ

移
転
し
き
れ
な
い
市
会
議
場
や
、
ス
ト
ラ
ク
チ

ャ
ー
プ
ラ
ン
策
定
室
な
ど
が
そ
の
一
部
を
利
用

し
て
い
る
の
に
留
ま
り
、
将
来
ど
の
よ
う
に
再

活
用
を
は
か
る
か
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
同
じ
ペ
ナ
ン
開
発
公
社
に
よ
っ
て
行
わ

れ
て
い
る
マ
ッ
カ
ラ
ム
通
り
都
市
開
発
事
業

は
、
面
積
約
二
〇
㌶
の
埋
立
地
に
。
約
二
、
〇

○
○
戸
の
住
宅
と
そ
の
関
連
施
設
を
収
用
ナ
る

事
業
で
、
コ
ム
タ
ー
計
画
の
影
響
を
受
け
る
住

民
や
施
設
の
移
転
な
ど
を
含
め
て
計
画
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
他
ケ
ダ
ー
道
路
都
市
再
開
発
事
業
は
、

古
く
荒
廃
し
た
地
区
の
環
境
向
上
と
住
宅
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
整
備
を
目
ざ
す
も
の
で
ペ

ナ
ン
開
発
公
社
と
市
と
の
共
同
事
業
で
あ
る
。

　
島
の
東
南
部
の
国
際
空
港
周
辺
に
計
画
さ
れ

て
い
る
計
画
人
口
Ｉ
五
万
人
の
バ
ヤ
ン
バ
ル
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
住
宅
、
事
務
所
、
商
業
施
設

等
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
か
ら
経
済
機
能
の
分
散
を

は
か
る
と
と
も
に
、
隣
接
し
た
工
業
団
地
で
働

く
従
業
員
の
住
宅
を
供
給
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
ペ
ナ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
と
コ
ム
タ
ー
地
区
を

接
続
す
る
海
岸
高
速
道
路
建
設
と
一
体
と
な
っ

た
ジ
ェ
ル
ト
ン
グ
埋
立
事
業
は
、
住
宅
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
共
に
、
商
業
、
事
務
セ

ン
タ
ー
地
区
と
し
て
整
備
し
、
合
わ
せ
て
現
在

の
海
岸
地
域
の
再
開
発
と
改
良
を
行
う
予
定

で
、
島
と
本
土
を
含
ん
だ
ペ
ナ
ン
州
の
中
心
地

区
形
成
を
目
指
し
て
い
る
。
横
浜
の
M
M
2
1
の

名
称
に
な
ら
っ
て
Ｃ
Ｄ
Ｄ
2
1
(
C
e
n
t
r
a
l
D
i
s
-

t
r
i
c
t
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
2
1
)
計
画
と
呼
ば
れ
て

い
る
。

　
ま
た
島
の
北
東
部
の
タ
ン
ジ
ョ
ン
ト
コ
ン
グ

で
も
住
宅
地
開
発
を
中
心
と
し
た
三
六
〇
㌶
の

埋
立
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
州
政
府
主
導
に
よ
る
大
規
模
な

開
発
や
再
開
発
計
画
が
目
白
押
し
の
状
況
で
あ

る
。
開
発
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
旧
市
街
地
の
外
部

で
吸
収
し
、
古
い
街
並
へ
の
圧
力
を
回
避
す
る

考
え
方
に
、
一
応
た
っ
て
は
い
る
。
し
か
し
、

現
実
に
は
そ
う
し
た
筋
書
き
通
り
に
は
必
ら
ず

し
も
い
か
な
い
よ
う
で
、
ペ
ナ
ン
市
は
こ
う
し

た
動
き
に
対
す
る
対
応
を
せ
ま
ら
れ
る
と
と
も

に
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
の
歴
史
的
な
特
徴
を
守

っ
て
い
く
た
め
の
方
策
を
、
早
急
に
打
ち
出
し

て
い
く
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

五
―
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
の
街
並

　
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
は
北
側
と
東
側
を
海
に
面

し
、
そ
の
北
東
端
に
あ
る
港
を
中
心
に
広
が
っ

て
で
き
た
街
で
あ
る
。
一
九
世
紀
の
末
に
は
、

現
在
の
街
の
骨
格
が
ほ
ぼ
出
来
上
っ
た
と
い
わ

れ
る
。
こ
の
発
祥
の
地
で
あ
る
港
か
ら
、
現
在

大
規
模
な
再
開
発
に
よ
っ
て
新
し
い
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
に
な
り
つ
つ
あ
る
コ
ム
タ
ー
辺
り
の
間

に
広
が
る
オ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン
は
ペ
ナ
ン
の
都
心

部
で
あ
り
、
商
業
、
業
務
施
設
を
は
じ
め
、
文

化
施
設
や
宗
教
施
設
が
集
中
ナ
る
。
イ
ン
ナ
ー

シ
テ
ィ
エ
リ
ア
で
あ
る
こ
の
地
域
に
は
、
歴
史

的
な
街
並
が
現
存
ナ
る
趣
の
あ
る
街
で
あ
る
。

　
街
並
の
特
徴
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
建
物

は
、
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
あ
る
い
は
テ
ラ
ス
ハ
ウ

写真―２　ジョージタウンにそぴえるコムター
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ス
と
呼
ば
れ
る
町
家
の
連
担
す
る
姿
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
レ
ン
ガ
造
の
二
階
建
を
中
心
と

す
る
建
物
で
、
一
階
の
街
路
に
面
し
た
部
分
は

ベ
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
イ
と
呼
ば
れ
る
約
一
・
五
ｍ
程

度
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
、
隣
同
士
連
続
し
て
ア
ー

ケ
ー
ド
を
形
成
す
る
壁
面
後
退
部
分
が
あ
る
。

　
一
戸
の
建
物
は
間
口
は
概
ね
五
ｍ
程
度
で
、

奥
行
が
そ
の
数
倍
か
ら
一
〇
倍
以
上
に
も
な
る

奥
行
き
の
深
い
平
面
を
も
っ
て
い
る
。
奥
行
の

ほ
ぼ
中
央
当
り
に
吹
き
抜
け
の
ラ
イ
ト
コ
ー
ト

が
設
け
ら
れ
、
採
光
と
風
通
し
を
確
保
出
来
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
階
は
店
や
仕
事
場
、
住
宅
の
場
合
は
居
間

や
食
堂
、
台
所
な
ど
に
な
っ
て
お
り
、
二
階
に

数
室
の
個
室
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
壁
は
フ
ー
プ
ス
タ
ー
で
仕
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に

ペ
ン
キ
で
着
色
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
そ
の
た

め
時
間
の
経
過
に
よ
り
汚
れ
て
い
る
建
物
が
圧

倒
的
に
多
く
、
最
近
塗
り
替
え
ら
れ
た
も
の
も

散
在
は
す
る
が
、
街
全
体
の
印
象
が
汚
れ
た
感

じ
に
な
っ
て
い
る
。

　
屋
根
は
地
元
産
の
茶
色
の
瓦
葺
き
で
、
こ
れ

が
連
続
し
て
波
打
っ
て
い
る
様
子
が
遠
景
や
高

い
所
か
ら
見
た
景
観
の
最
も
大
き
な
特
徴
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
一
見
同
じ
様
に
見
え
る
こ
れ

ら
の
建
物
も
、
詳
細
に
見
る
と
窓
の
形
や
装
飾

な
ど
に
違
い
が
見
ら
れ
、
そ
の
様
式
に
よ
っ
て

建
て
ら
れ
た
年
代
が
分
る
よ
う
で
あ
る
。

　
街
に
は
こ
う
し
た
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
の
並
ぶ

均
質
的
な
空
間
の
中
に
、
特
徴
的
な
建
物
が
点

在
し
、
街
並
に
変
化
と
特
徴
を
つ
く
り
出
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
建
物
は
公
共
建
築
物
、
銀

行
、
モ
ス
ク
、
寺
院
、
教
会
、
コ
ン
シ
ー
（
中

国
人
の
一
族
の
集
会
所
）
、
大
邸
宅
な
ど
で
あ

り
、
そ
の
多
く
は
形
態
的
に
も
特
色
を
も
っ
た

歴
史
的
建
築
物
で
あ
る
。
通
り
や
地
区
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
こ
う
し
た
建
物
に
よ
っ
て
つ

く
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
最
近
、
建
て
替
え
に
よ
り
、
特
徴
の

な
い
、
ど
う
と
い
う
こ
と
の
な
い
建
物
が
増
え

つ
つ
あ
り
、
こ
う
し
た
伝
統
的
な
街
並
の
景
観

が
く
ず
れ
つ
つ
あ
る
。

　
ペ
ナ
ン
ら
し
い
特
徴
が
破
壊
さ
れ
て
い
く
。

　
新
築
さ
れ
る
建
物
は
、
建
築
条
例
の
中
で
一

階
部
分
の
壁
面
後
退
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
半
公
共
的
空
間
で
あ
る
ベ
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
イ

が
必
ら
ず
設
置
さ
れ
る
。
歩
道
の
な
い
道
路
空

間
に
面
し
て
、
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
の
奥
行
き
の

浅
い
ベ
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
イ
に
代
っ
て
、
よ
り
深
い

ス
ペ
ー
ス
が
生
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
レ
ベ
ル

や
舗
装
材
な
ど
は
ま
ち
ま
ち
で
都
市
的
な
空
間

に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
市
は
、
特
に
特
徴
の
あ
る
歴
史
的
な
建
物
に

つ
い
て
は
保
存
を
し
て
い
く
考
え
を
も
っ
て
い

る
が
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
手
だ
て
は
検
討

中
で
あ
り
、
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
港
に

面
し
た
通
り
沿
い
に
あ
る
、
古
い
倉
庫
建
築
の

建
て
替
え
の
申
請
を
拒
否
し
て
、
裁
判
沙
汰
に

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
ペ
ナ
ン
市
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
危
機
感

を
も
ち
、
昨
年
六
月
に
は
街
並
の
保
存
を
テ
ー

マ
に
し
た
国
際
会
議
を
主
催
し
て
い
る
。
ま
た

保
存
建
物
の
指
定
や
街
並
の
保
全
地
区
の
指

定
、
ま
た
そ
の
地
区
で
の
形
態
指
導
の
基
準
を

定
め
た
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
等
を

急
い
で
い
る
。
私
の
訪
問
し
た
時
は
、
そ
の
原

案
が
ほ
ぼ
ま
と
ま
り
か
け
て
い
た
時
で
、
私
自

身
も
そ
の
た
め
の
会
議
に
出
席
を
し
て
、
い
く

写真― 4　ショップハウスの街並
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つ
か
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。

六
―
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
の
道
路
空
間

　
こ
の
よ
う
な
建
物
に
は
さ
ま
れ
た
道
路
空
間

は
、
一
部
の
通
り
を
除
い
て
歩
車
道
は
分
離
さ

れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
ベ
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
イ
が

歩
道
空
間
の
役
割
を
果
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思

わ
れ
る
。

　
し
か
し
現
在
の
交
通
状
況
は
極
端
に
い
う

と
、
車
と
バ
イ
ク
と
ト
ラ
イ
シ
ョ
ー
（
一
種
の

輪
タ
ク
）
が
レ
ー
ン
の
な
い
空
間
を
自
由
気
ま

ま
に
走
り
ま
く
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
あ

る
。
最
近
、
信
号
機
の
設
置
や
レ
ー
ン
引
き
が

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
な
ど
で
徐
々
に
行
わ
れ
は
じ

め
て
お
り
、
少
し
づ
つ
状
況
は
変
わ
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
る
が
、
日
本
の
よ
う
に
歩
行
者
優
先

の
考
え
方
は
ま
っ
た
く
な
く
、
街
の
中
を
歩
く

た
め
の
環
境
は
非
常
に
貧
弱
な
状
態
で
あ
る
。

し
か
し
、
歩
行
者
の
た
め
の
環
境
整
備
の
必
要

性
が
、
策
定
中
の
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
プ
ラ
ン
の

中
で
も
う
た
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
努
力

も
な
さ
れ
て
い
る
。
最
近
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン

の
一
番
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る

ペ
ナ
ン
ロ
ー
ド
の
両
側
に
歩
道
が
設
け
ら
れ
、

植
栽
や
ベ
ン
チ
、
パ
ー
ゴ
ラ
な
ど
が
整
備
さ
れ

た
。
し
か
し
、
そ
の
設
計
レ
ベ
ル
は
低
く
、
十

分
な
配
慮
が
な
さ
れ
た
空
間
に
な
っ
て
お
ら

ず
、
折
角
の
投
資
が
十
分
に
効
果
を
あ
げ
て
い

る
よ
う
に
は
み
え
な
い
。

　
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
エ
リ
ア
の
道
路
は
、
一
般

的
に
秩
序
正
し
い
交
通
状
況
が
保
た
れ
て
い
な

い
た
め
に
、
折
角
の
道
路
空
間
が
生
か
さ
れ
た

使
わ
れ
方
を
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
そ

れ
は
い
く
つ
か
の
ペ
ナ
ン
独
特
の
事
情
が
原
因

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
唯
一
の
公
共
交
通
機
関
で
あ
る
バ
ス
が
、
十

分
な
サ
ー
ビ
ス
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
車
が

市
民
の
主
要
な
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
建
物
の
ほ
と
ん
ど
が
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ウ
ス

の
連
続
で
あ
る
た
め
に
敷
地
内
に
は
余
裕
が
な

く
、
駐
車
場
は
路
上
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
イ

ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
エ
リ
ア
の
ほ
と
ん
ど
の
道
路
に

は
、
駐
車
用
の
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
て
あ
り
、
ペ

ナ
ン
市
か
ら
委
託
さ
れ
た
駐
車
料
金
徴
集
員
が

常
に
巡
回
し
て
料
金
の
徴
集
に
当
っ
て
い
る
。

パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
よ
り
人
件

費
の
方
が
安
い
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た

め
、
道
路
は
駐
車
場
内
通
路
の
よ
う
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
市
民
の
重
要
な
交
通
手
段
は
モ

ー
タ
ー
バ
イ
ク
で
あ
る
。
車
の
な
い
も
の
は
モ

ー
タ
ー
バ
イ
ク
を
利
用
す
る
。
そ
の
た
め
台
数

が
多
く
、
そ
れ
も
二
人
乗
り
で
あ
る
。
バ
ッ
ク

ミ
ラ
ー
の
な
い
も
の
や
、
走
り
方
が
無
鉄
砲
で

危
険
極
ま
り
な
い
状
態
で
事
故
も
多
い
と
聞

く
。
道
路
上
に
は
車
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
並
ん

で
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
の
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
も
設
け

ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
ペ
ナ
ン
に
は
、
「
道
路
の
王
様
」
と
い

わ
れ
る
乗
物
、
ト
ラ
イ
シ
ョ
ー
が
あ
る
。
自
転

車
の
前
面
に
並
ん
で
二
人
が
座
わ
れ
る
座
席
が

設
け
ら
れ
た
乗
物
で
、
日
本
の
輪
タ
ク
よ
り
図

体
が
大
き
い
。
現
在
新
た
な
認
可
は
下
ろ
さ
れ

て
い
な
い
そ
う
で
あ
る
が
、
約
一
、
〇
〇
〇
台

以
上
あ
り
、
主
に
観
光
用
と
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
タ

ウ
ン
の
道
路
を
我
が
物
顔
に
走
っ
て
い
る
。
人

力
で
あ
る
た
め
ゆ
っ
く
り
と
、
し
か
も
縦
横
無

尽
に
走
る
た
め
、
車
の
通
行
の
障
害
に
な
る
の

で
あ
る
。

　
道
路
空
間
を
占
拠
す
る
も
の
と
し
て
も
う
一

つ
、
ホ
ッ
カ
ー
ス
ト
ー
ル
、
い
わ
ゆ
る
屋
台
が

あ
る
。
車
の
荷
台
式
や
輪
タ
ク
式
、
人
力
式
な

ど
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
が
あ
る
が
、
人
出
の
多

い
と
こ
ろ
を
ね
ら
っ
て
営
業
場
所
を
移
動
ナ

る
。
ペ
ナ
ン
の
人
々
の
食
生
活
を
ま
か
な
う
最

も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
飲
食
店
で
あ
り
、
中
華
そ
ば

屋
、
パ
ン
屋
、
果
物
屋
、
菓
子
屋
な
ど
を
は
じ

め
、
そ
の
種
類
と
数
は
実
に
多
い
。

　
例
え
ば
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
の
一
階
が
オ
ー
プ

ン
に
開
け
放
た
れ
ブ
リ
キ
で
出
来
た
丸
テ
ー

ブ
ル
と
丸
椅
子
が
並
ん
で
い
る
よ
う
な
コ
ー
ヒ

ー
シ
ョ
ッ
プ
が
至
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
の
回

り
に
、
何
軒
か
の
ホ
ッ
カ
ー
ス
ト
ー
ル
が
集
ま

る
。
人
々
は
そ
の
中
か
ら
好
み
の
物
を
注
文
し

て
、
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
ー
ブ
ル
で
飲
物

と
共
に
食
事
を
と
る
。
食
器
は
ほ
と
ん
ど
す
り

傷
だ
ら
け
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
ホ
ッ
カ
ー
ス
ト
ー
ル
は
道
路
上
に
不
法

占
用
使
用
で
あ
る
。

　
市
役
所
が
道
路
や
公
園
の
中
な
ど
に
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
、
そ
う
し
た
ホ
ッ
カ
ー
ス
ト
ー
ル

を
収
用
し
て
営
業
さ
せ
て
い
る
、
ホ
ッ
カ
ー
セ

ン
タ
ー
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
設
け
ら
れ
て
い
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る
。
し
か
し
ホ
ッ
カ
ー
ス
ト
ー
ル
の
数
は
非
常

に
多
く
、
人
の
集
ま
る
路
上
の
至
る
と
こ
ろ
で

営
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
や
ガ
ー
ニ
ー
ド
ラ
イ
ブ
と

い
う
海
辺
に
面
し
た
道
路
に
は
、
夕
方
か
ら
夜

に
か
け
て
い
ず
こ
か
ら
か
無
数
の
市
民
と
ホ
ッ

カ
ー
ス
ト
ー
ル
が
集
ま
っ
て
き
て
、
家
族
や
友

人
達
と
夕
涼
み
が
て
ら
に
食
事
と
団
ら
ん
を
楽

し
む
光
景
が
毎
晩
見
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
の
道
路
は
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
除
い
て
は
、
そ
の
利
用
状
態

に
日
本
の
よ
う
な
秩
序
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た

歩
行
者
優
先
の
考
え
方
が
な
い
た
め
、
人
々
は

こ
う
し
た
無
秩
序
な
交
通
の
合
い
間
を
ぬ
っ
て

歩
く
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　
都
心
部
の
交
通
量
の
多
い
道
路
で
の
横
断
な

ど
は
ま
さ
に
命
が
け
で
あ
る
。
ま
ず
片
側
の
車

の
合
い
間
を
ぬ
っ
て
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
ま
で
行

き
、
そ
こ
で
も
う
一
方
の
側
の
車
が
ナ
く
の
を

待
つ
。
大
勢
で
渡
れ
ば
こ
わ
く
な
い
式
に
、
セ

ン
タ
ー
ラ
イ
ン
上
に
幾
人
か
の
人
々
が
一
例
に

な
っ
て
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
姿
を
見
る
の
は
日

常
茶
飯
事
で
あ
る
。

　
赤
道
に
近
い
。
暑
い
直
射
日
光
の
下
を
長
時

間
歩
く
こ
と
は
も
と
も
と
出
来
な
い
。
シ
ョ
ッ

プ
ハ
ウ
ス
の
一
階
に
設
け
ら
れ
た
ベ
ラ
ン
ダ
ウ

ェ
イ
の
連
続
し
た
ア
ー
ケ
ー
ド
は
、
そ
う
し
た

状
況
の
中
で
生
ま
れ
た
歩
く
た
め
の
環
境
づ
く

り
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
隣
り
同
士
大
き
な
段

差
が
あ
っ
た
り
、
商
品
や
バ
イ
ク
が
置
い
て
あ

つ
た
り
、
快
適
に
連
続
し
て
歩
け
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。

　
道
路
に
は
歩
道
が
な
い
た
め
に
日
蔭
を
つ
く

る
街
路
樹
も
な
い
。
人
々
が
あ
ま
り
歩
こ
う
と

し
な
い
の
は
、
こ
う
し
た
安
全
で
快
適
に
歩
け

る
環
境
が
な
い
こ
と
と
裏
腹
の
関
係
に
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

　
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
プ
ラ
ン
に
う
た
わ
れ
て
い

る
歩
行
者
空
間
整
備
は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
と

は
違
う
ペ
ナ
ン
の
状
況
を
背
景
に
、
そ
の
実
現

の
方
法
と
内
容
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

七
―
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
プ
ラ
ン
の

　
　
　
　
策
定

　
現
在
、
ペ
ナ
ン
市
で
は
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
プ

ラ
ン
を
策
定
中
で
あ
り
、
私
が
訪
問
し
た
時
に

は
既
に
そ
の
調
査
報
告
書
が
発
行
さ
れ
て
お

り
、
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
プ
ラ
ン
本
編
の
原
案
作

成
の
最
終
段
階
で
、
各
章
毎
の
細
か
い
詰
め
の

作
業
が
策
定
室
と
担
当

の
委
員
会
で
行
わ
れ
て

い
る
最
中
で
あ
っ
た
。

　
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
プ

ラ
ン
は
市
の
総
合
整
備

計
画
と
い
っ
た
も
の

で
、
行
政
各
分
野
で
の

政
策
の
考
え
方
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
全
体
の

構
成
は
表
―
１
の
と
お

が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
日
本
と
マ
レ
ー
シ
ア
と
い
う
国
情
の
全
く
違

う
と
こ
ろ
で
、
比
較
を
ず
る
こ
と
は
当
然
難
し

い
の
で
あ
る
が
、
地
方
自
治
体
と
し
て
ペ
ナ
ン

市
は
横
浜
市
と
比
べ
て
そ
の
規
模
、
財
政
力
、

権
限
な
ど
は
小
さ
い
。
し
か
し
、
上
位
の
政
府

の
主
導
で
な
さ
れ
る
施
策
に
対
処
す
る
と
と
も

に
、
自
分
た
ち
の
街
の
特
徴
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
、
限
ら
れ
た
力
の
な
か
で
何
を
し
て
い
っ

た
ら
よ
い
か
、
何
が
可
能
な
の
か
ｒ
そ
れ
を
必

死
に
模
索
し
な
が
ら
施
策
を
う
っ
て
い
こ
う
と

い
う
姿
勢
が
こ
の
章
か
ら
う
か
が
え
る
の
で
あ

る
。

　
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
の
後
に
、

そ
の
内
容
を
受
け
て
さ
ら
に
具
体
的
な
施
策
や

計
画
が
、
ロ
ー
カ
ル
プ
ラ
ン
と
し
て
策
定
さ
れ

る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
策
定

時
期
や
内
容
に
つ
い
て
は
未
定
と
の
こ
と
。
で
あ

っ
た
。

八
―
ペ
ナ
ン
市
で
の
三
ヵ
月

私
が
ペ
ナ
ン
到
着
後
、
案
内
さ
れ
た
タ
ウ
ン

ホ
ー
ル
に
あ
る
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
プ
ラ
ン
策
定

室
の
タ
ン
室
長
と
の
話
し
合
い
で
は
っ
き
り
し

た
こ
と
は
、
ペ
ナ
ン
市
が
私
に
希
望
し
て
い
る

こ
と
は
、
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
プ
ラ
ン
の
第
一
五

章
に
関
し
て
、
ロ
ー
カ
ル
プ
ラ
ン
の
た
め
の
何

ら
か
の
ス
タ
デ
ィ
を
し
、
提
案
を
ナ
る
こ
と
で

あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
私
は
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
プ
ラ
ン
策

定
室
の
一
隅
に
室
を
与
え
ら
れ
、
タ
ン
室
長
は

じ
め
、
策
定
室
の
メ
ン
バ
ー
が
、
必
要
に
応
じ

情
報
提
供
や
作
業
の
手
伝
い
な
ど
の
協
力
を
し

て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
調
査
に
入
っ
た
。

　
約
半
月
間
、
実
際
に
街
を
視
察
、
調
査
し
、

ま
た
関
連
ナ
る
資
料
の
収
集
と
整
理
を
行
い
な

が
ら
、
ス
タ
デ
ィ
内
容
と
お
お
よ
そ
の
構
想
を

検
討
し
た
結
果
、
三
ヵ
月
間
と
い
う
期
間
と
今

後
の
交
流
の
中
で
の
展
開
の
可
能
性
を
考
慮
に

入
れ
、
ま
ず
検
討
対
象
地
域
を
当
初
の
予
定
通

り
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
の
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
エ
リ

ア
と
し
た
。
こ
れ
は
、
ペ
ナ
ン
市
側
か
ら
希
望

の
あ
っ
た
港
湾
地
域
の
再
開
発
誘
導
計
画
と
、

特
別
保
全
地
域
の
保
全
整
備
計
画
の
検
討
を
含

表― 1　ストラクチャープラン目次
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り
で
あ
る
が
、
特
徴
的
と
思
わ
れ
る
の
は
全
体

で
一
七
章
の
う
ち
政
策
に
関
す
る
項
目
が
一
四

あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
都
市
景
観
の
章
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め
る
こ
と
も
出
来
、
何
よ
り
も
都
心
部
の
一
つ

の
ま
と
ま
っ
た
地
域
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
と

考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
地
域
全
体
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
上

の
課
題
の
整
理
と
整
備
目
標
を
検
討
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
三
ヵ
月
間
を
概
ね
、
調
査
に
一
ヵ
月
、
計
画

作
成
に
一
ヵ
月
、
ま
と
め
と
報
告
書
作
成
に
一

ヵ
月
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
目
標
に
作
業
を

進
め
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
最

初
の
一
ヵ
月
は
調
査
と
同
時
に
計
画
の
構
想
検

討
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
が
’
そ
の
構
想
を
確

か
め
る
た
め
の
詳
細
調
査
と
計
画
内
容
の
検
討

に
時
間
を
要
し
、
そ
の
た
め
の
作
業
が
最
終
の

一
ヵ
月
に
予
定
し
て
い
た
報
告
書
の
ま
と
め
の

時
期
に
ま
で
ず
れ
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
翻
訳

の
問
題
も
あ
っ
て
、
最
終
の
一
ヵ
月
は
若
干
ハ

ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
り
、
当
初
「
ゆ
っ
く

り
と
ペ
ナ
ン
ペ
ー
ス
で
す
ご
し
て
く
れ
」
と
い

っ
て
く
れ
た
タ
ン
室
長
に
「
お
前
も
つ
い
に
日

本
ペ
ー
ス
に
な
っ
た
か
」
と
ひ
や
か
さ
れ
た
り

気
の
毒
が
ら
れ
た
り
す
る
羽
目
に
な
っ
た
。

　
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
プ
ラ
ン
策
定
室
の
メ
ン
バ

ー
と
は
何
度
か
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
作

業
を
進
め
た
。
最
初
は
一
体
何
を
や
っ
て
く
れ

る
の
か
と
、
い
さ
さ
か
い
ぶ
か
し
気
な
顔
を
し

て
い
た
ク
ン
室
長
は
、
中
間
報
告
の
時
は
た
だ

「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
」
で
あ
っ
た
が
、
報
告
書
の
草
稿
が
出

来
上
っ
た
時
に
は
「
Ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
」
と
言
っ
て

く
れ
、
帰
国
間
隙
の
時
期
に
な
っ
て
や
っ
と
Ｉ

安
心
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
タ
ン
室
長
は
、
最
終
報
告
は
市
会
議

員
全
員
と
幹
部
職
員
に
聞
か
せ
た
い
と
、
市
議

会
本
会
議
場
で
の
発
表
会
を
セ
ッ
ト
し
て
く
れ

た
。
報
告
書
の
他
に
、
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
プ
ラ

ン
策
定
室
の
協
力
を
得
て
、
日
本
か
ら
持
参
し

た
欧
米
の
諸
都
市
や
横
浜
の
事
例
を
含
め
た
、

合
計
二
〇
〇
枚
の
ス
ラ
イ
ド
を
使
用
し
て
提
案

の
内
容
を
説
明
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
分
り
易
か
っ
た
と
好
評
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
策
定
室
の
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
ペ
ナ
ン
市

の
人
々
、
ま
た
丁
度
現
地
で
調
査
を
行
っ
て
い

た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ス
タ
デ
ィ
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

等
が
、
皆
親
切
に
協
力
を
し
て
く
れ
、
初
め
て
の

外
国
の
都
市
で
の
仕
事
で
あ
っ
た
が
、
非
常
に

心
強
く
ま
た
気
持
よ
く
行
う
こ
と
が
出
来
た
。

九
―
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ン
の

　
　
　
　
提
案

　
私
が
提
案
し
て
き
た
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
の
イ

ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
エ
リ
ア
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン

プ
ラ
ン
の
構
成
は
表
―
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
内
容
は
街
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。

　
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
の
都
心
部
で
あ
る
イ
ン
ナ

ー
シ
テ
ィ
エ
リ
ア
は
、
最
も
古
い
市
街
地
で
あ

り
、
古
い
た
た
づ
ま
い
が
残
る
最
も
ペ
ナ
ン
ら

し
い
地
域
で
あ
る
。
し
か
し
、
コ
ム
タ
ー
再
開

発
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模
な
再
開
発
や
開
発

計
画
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
は
じ
め
て
い
る
。

そ
の
た
め
オ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

ど
う
活
性
化
を
は
か
っ
て
い
く
か
。

ま
た
、
そ
の
特
徴
を
失
う
こ
と
な
く

ど
う
環
境
を
整
え
て
い
く
か
。
そ
れ

が
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ペ
ナ
ン
市

で
は
メ
イ
ン
の
商
店
街
で
あ
る
ペ
ナ

ン
ロ
ー
ド
の
歩
道
設
置
に
引
き
続

き
、
業
務
街
の
中
心
で
あ
る
ビ
ー
チ

ス
ト
リ
ー
ト
の
歩
道
設
置
計
画
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
荷
揚
の
港
湾
機
能
が
対
岸

の
半
島
に
あ
る
バ
タ
ー
ワ
ー
ス
に
移

っ
て
し
ま
っ
た
港
の
ふ
頭
地
区
を
港

湾
管
理
者
が
再
開
発
し
よ
う
と
す
る

動
き
に
対
し
、
自
治
体
と
し
て
の
考

え
方
を
打
ち
出
す
必
要
も
あ
る
。

　
建
物
の
建
て
替
え
な
ど
に
対
し
て

表―２　アーバンデザインプラン目次

図―４　インナーシティェリヤの都市空間構造図
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は
、
歴
史
的
な
建
物
の
保
存
や
街
並
の
保
全
へ

の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
街
づ
く
り
の
施
策
は
個
々
に
行
わ

れ
て
お
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
全
体
の
街
づ
く

り
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
そ

の
た
め
に
ま
ず
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

　
提
案
の
骨
子
は
概
ね
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
エ

リ
ア
に
は
二
つ
の
中
心

が
あ
る
。
一
つ
は
、
ふ

頭
の
周
辺
の
業
務
を
中

心
に
し
た
オ
ー
ル
ド
タ

ウ
ン
で
あ
り
、
も
う
一

つ
は
新
し
い
セ
ン
タ
ー

に
な
り
つ
つ
あ
る
、
コ

ム
タ
ー
と
そ
の
周
辺
に

広
が
る
商
業
の
街
で
あ

る
。

　
オ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン
で

は
、
ま
ず
既
に
ほ
と
ん

ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い

ふ
頭
地
区
の
歴
史
的
な

倉
庫
群
の
建
物
を
活
用

し
て
、
文
化
施
設
や
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
施
設
等
と

し
て
、
再
利
用
を
は
か

る
。
ま
た
ホ
テ
ル
や
大

規
模
な
ホ
ッ
カ
ー
セ
ン
タ
ー
等
を
配
置
し
て
、

水
際
線
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
で
連
絡
す
る
。
そ
し

て
、
フ
ェ
リ
ー
ふ
頭
か
ら
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
に

至
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
エ
リ
ア
を
一
体
化

し
て
、
賑
わ
い
の
あ
る
市
民
利
用
ゾ
ー
ン
と
し

て
整
備
す
る
。

　
ま
た
そ
の
背
後
に
位
置
す
る
業
務
街
の
中
心

で
あ
る
ビ
ー
チ
ス
ト
リ
ー
ト
沿
い
の
地
区
を

　
「
業
務
軸
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
歩
行
者
空
間

整
備
と
銀
行
等
の
歴
史
的
建
物
の
保
存
及
び
街

並
の
保
全
を
は
か
っ
て
い
く
。

　
一
方
、
新
し
い
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
コ
ム
タ
ー

は
、
特
に
現
在
の
計
画
の
中
に
配
慮
さ
れ
て
い

な
い
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
新
し
い

シ
ン
ボ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
形
態
な
ど
の
整
備
を

は
か
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
つ
な
が
る
ペ
ナ
ン
ロ
ー
ド
や

キ
ャ
ン
ベ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
、
キ
ン
バ
リ
ス
ト
リ

ー
ト
の
商
店
街
を
「
商
業
軸
」
と
し
て
位
置
づ

け
、
歩
行
者
空
間
整
備
を
中
心
に
活
性
化
を
は

図―５　ふ頭地区再開発誘導図（報告書より）

図―６　ふ頭地区再開発イメージパース（報告書より）

写真―９「業務軸」のビーチストリート写真―10「商業軸」のペナンロードに
　　　　　設けられた歩道
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か
る
。

　
問
題
は
、
こ
の
新
旧
二
つ
の
セ
ン
タ
ー
が
地

理
的
に
離
れ
て
お
り
、
人
の
流
れ
も
切
れ
て
い

る
。
地
域
的
な
ま
と
ま
り
に
欠
け
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

　
特
に
、
観
光
的
に
強
化
を
は
か
っ
て
く
必
要

が
あ
る
ペ
ナ
ン
に
と
っ
て
、
こ
の
地
域
全
体
を

歩
き
易
く
分
り
易
く
し
て
、
魅
力
化
と
一
体
化

を
は
か
る
こ
と
が
是
非
共
必
要
な
こ
と
で
あ

る
。

　
現
在
、
こ
の
二
つ
の
セ
ン
タ
ー
の
中
間
に
あ

た
る
地
域
は
、
特
に
特
徴
を
も
っ
た
地
域
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
地
域

に
は
、
宗
教
施
設
や
文
化
施
設
、
集
会
施
設
な

ど
の
歴
史
的
な
特
徴
の
あ
る
建
物
が
多
く
分
布

し
て
お
り
、
ま
た
比
較
的
古
い
時
代
の
シ
ョ
ッ

プ
ハ
ウ
ス
が
連
担
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
特
に
こ
う
し
た
建
物
が
集
中
し
て

い
る
ク
ー
コ
ン
シ
ー
や
マ
レ
ー
モ
ス
ク
な
ど
の

あ
る
一
帯
を
「
歴
史
・
文
化
地
区
」
と
し
て
魅

力
化
を
は
か
る
。

　
ま
た
、
海
側
の
公
会
堂
、
図
書
館
、
博
物
館
、

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
、
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
官

公
庁
、
教
会
な
ど
の
あ
る
地
区
を
「
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
地
区
」
と
し
て
整
備
す
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
地
区
を
結
ぶ
ピ
ッ
ト

ス
ト
リ
ー
ト
を
中
心
に
し
た
地
区
を
「
文
化

軸
」
と
位
置
づ
け
る
。
ピ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
は

道
路
幅
員
も
比
較
的
広
く
、
現
在
都
心
部
で
は

唯
一
、
街
路
樹
の
植
え
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ

り
、
空
間
的
に
も
特
徴
が
っ
く
り
易
い
。
こ
こ

に
広
幅
員
歩
道
を
つ
く
り
、
並
木
を
強
化
し
、

ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
や
サ
イ
ン
類
を
整

備
し
て
、
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
モ
ー
ル
に
す
る
。

歴
史
的
建
物
の
保
存
と
街
並
の
保
全
を
は
か

り
、
ま
た
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
配
置
し
て
、

　
「
文
化
軸
」
に
ふ
さ
わ
し
い
整
備
を
進
め
て
い

　
こ
の
よ
う
に
、
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地

区
」
―
「
業
務
軸
」
―
「
文
化
軸
」
―
「
商
業

軸
」
―
「
コ
ム
タ
ー
地
区
」
と
い
う
、
各
々
の

地
区
の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、
歩
行
者
空
間

整
備
を
中
心
に
し
た
、
連
続
性
の
あ
る
分
り
易

い
街
と
し
て
一
体
化
を
は
か
れ
ば
、
こ
の
地
域

の
魅
力
は
増
大
し
て
い
く
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
そ
の
た
め
に
、
全
体
の
街
並
の
中
に

何
ん
と
な
く
埋
没
し
て
し
ま
っ
て
い
る
一
つ
一

つ
の
魅
力
あ
る
特
徴
的
な
建
物
が
、
周
辺
環
境

の
中
か
ら
浮
き
ぼ
り
に
さ
れ
、
魅
力
が
引
き
出

さ
れ
て
く
る
よ
う
な
整
備
を
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　
ま
た
、
沢
山
あ
る
通
り
は
、
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ウ

ス
を
ベ
ー
ス
と
す
る
街
並
の
た
め
に
、
各
々
の

特
徴
が
空
間
的
に
十
分
表
現
さ
れ
ず
、
ど
の
通

り
も
同
じ
様
な
街
並
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
各
々
の
通
り
の
性
格
に
応
じ
た
特

徴
を
つ
く
っ
て
い
く
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
う
し
た
整
備
は
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
エ
リ

ア
全
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
い
て
行
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
考
え
方
に
従
っ
て
、

さ
ら
に
各
地
区
、
各
通
り
毎
の
整
備
目
標
を
整

理
し
た
。

　
提
案
の
内
容
を
、
地
域
全
体
に
わ
た
っ
て
千

分
の
一
の
図
面
や
パ
ー
ス
な
ど
で
も
表
現
し
、

ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ン
と
し
報
告
書
に
ま

と
め
た
。

　
こ
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ン
は
、
さ
ら

に
詳
細
に
検
討
し
、
分
り
易
い
か
た
ち
で
表
現

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
時
間
の
関
係
も
あ
っ

て
、
そ
れ
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
今
後
の

技
術
交
流
や
ペ
ナ
ン
市
の
取
り
組
み
姿
勢
に
委

ね
る
こ
と
に
し
た
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
都
市
デ
ザ
イ
ン
面
で
の
技
術

交
流
の
第
一
歩
と
し
て
、
ペ
ナ
ン
の
街
を
ど
う

理
解
し
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
可
能
性
が

あ
る
か
を
、
与
え
ら
れ
た
三
ヵ
月
間
の
中
で
せ

い
一
杯
探
っ
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　
帰
国
後
に
送
ら
れ
て
き
た
マ
レ
ー
シ
ア
の

写真―11　歴史・文化地区のモスクと寺院

写真―12「文化軸」のピットストリート

調査季報95―87.9
93

新
聞
に
は
、
「
N
i
s
h
i
w
a
k
i
'
s
　
p
e
d
e
s
t
r
i
a
n

d
r
e
a
m
　
f
o
r
　
G
e
o
r
g
e
　
T
o
w
n
」
の
タ
イ
ト
ル

の
も
と
に
、
ペ
ナ
ン
市
で
の
歩
行
者
空
間
整
備

の
担
当
セ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

委
員
会
が
、
私
の
提
案
を
引
き
続
き
検
討
し
て

い
る
と
報
道
し
て
い
た
。

　
ま
た
幸
い
に
、
交
流
計
画
の
今
後
の
進
め
方

と
し
て
、
私
の
提
案
し
た
内
容
を
さ
ら
に
実
施

に
向
け
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
両
市
の
間
で
同

意
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
今
年
度
は
ペ
ナ
ン
市
か

ら
タ
ウ
ン
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
派
遣
さ
れ
、
横
浜
市

で
の
歩
行
者
空
間
整
備
を
中
心
と
す
る
街
づ
く

り
の
勉
強
を
ず
る
。
そ
の
後
に
横
浜
市
か
ら
は



再
び
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
を

派
遣
し
て
ペ
ナ
ン
市
に
お
い
て

詳
細
計
画
を
検
討
す
る
。
そ
し

て
。
次
年
度
以
後
に
何
ら
か
の

成
果
を
生
み
出
し
て
い
け
る
よ

う
に
す
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
。

　
は
じ
め
て
の
試
み
で
あ
る
自
治
体
同
士
の
技

術
交
流
が
、
単
な
る
人
の
交
流
に
留
ま
ら
ず
、

街
づ
く
り
に
お
い
て
何
ら
か
の
具
体
的
な
成
果

を
生
み
出
ナ
方
向
で
展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
お

り
、
そ
れ
が
将
来
何
ら
か
の
か
た
ち
で
実
を
結

ぶ
こ
と
が
、
交
流
計
画
第
一
号
と
し
て
派
遣
さ

れ
、
そ
れ
な
り
に
努
力
を
し
た
者
の
夢
で
あ

る
。

　
〈
都
市
計
画
局
計
画
部

　
　
　
　
　
　
　
　
都
市
デ
ザ
イ
ン
室
長
〉

図―７　歴史・文化地区建物現況図図―８　歴史・文化地区土地区分図

図―９　歴史・文化地区整備構想図（報告書より)
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